
＜資料１＞

　昨年度の審議会において、委員の皆さまより様々なご意見をいただいたところですが、その中でも施策の見直しに関する６つのご意見に対して、笠松町第６次総合計画策定・推進本部会議にて協議を行いましたので、
その結果を下表のとおりご報告させていただきます。

No. 施策名 指標番号 指標項目
R5年度第１回総合
計画審議会委員より
いただいたご意見

「第６次総合計画策定・推進本部会議」での協議結果
（R6.12.3実施）

総合計画
該当頁

1 基本方向１
ぬくもりと笑顔あふれ
る思いやりのまち

施策（５）
子ども・子育て支援、幼
児教育の推進

指標19
ファミリー・サ
ポート・センター
会員数

ファミリー・サポート・センター会員数の最終目標値
が120人となっていますが、人数が増えればいい
ものではないため、実態に即したものに見直しをし
ていただきたい。

・笠松町子ども・子育て支援事業計画では、延べ利用者数の計画値と
実績値を算出しているので、会員数ではなく、利用者数に変更し、整
合性を取ることとする。
・利用者数（延べ人数）を検証することで、ファミリー・サポート・セン
ターの必要度が検証できる。

→KPIを変更する。放課後児童クラブの対象学年や民生委員・児童委
員の名称変更を行う。
（別紙１「基本計画（抜粋）」参照）

38･39

2 基本方向１
ぬくもりと笑顔あふれ
る思いやりのまち

施策（５）
子ども・子育て支援、幼
児教育の推進

指標２0
地域子育て支
援拠点（こども
館）利用者数

こども館利用者数について、年代別の参加者数が
分からないと実態が見えてこないので、その把握
をお願いしたい。

・こども館の利用者数は、乳幼児・小学生・中学生・高校生・一般の５つ
の年代別で把握している。

38･39

3 基本方向２
未来へ繋ぐ心豊かな人
づくりのまち

施策（１）
学校教育の充実

指標24
中学校卒業時
の英検３級合格
者数の割合

本KPIが総合計画44頁”施策（１）学校教育の充
実”に記載されているが、補足資料の実施計画に
は”施策（２）国際交流活動の推進”に英検の内容が
記載されているため、見直ししてほしい。

・当該KPIは、現在　”施策（１）学校教育の充実”　に設定してあるが、
"施策（２）国際交流活動”　の意味合いの方が強いため、総合計画43
頁から44頁へ掲載を変更する。併せて、実施計画のKPIの記載箇所
も修正する。
（別紙２「基本計画（抜粋）」参照）

・当町の英検合格者数割合等の調査研究については、「別紙３」のとお
りである。目標値の設定等、中間年度に見直しをする。

42～44

4-1 基本方向２
未来へ繋ぐ心豊かな人
づくりのまち

施策（2）
青少年の育成健全・若者
支援の推進

指標25
わくわく広場な
どの参加率

わくわく広場は、非常に良い取組であるのに、参加
率が６％と低いのはもったいない。小学生でわくわ
く広場に参加した児童が、中学生になってわくわく
広場のボランティアを行った生徒がどのくらいい
るのか。その視点で検証し、子どもが意欲的に活動
できることを広げてみてはどうか。

・小学生の時に参加した子どもが、中学生になってから参加したかど
うかのカウントはしていない。

→引き続き小中学生に取組内容のPRを行う。 44

基本方向

第６次総合計画基本計画の見直しについて
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No. 施策名 指標番号 指標項目
R5年度第１回総合
計画審議会委員より
いただいたご意見

「第６次総合計画策定・推進本部会議」での協議結果
（R6.12.3実施）

総合計画
該当頁

4-2 基本方向２
未来へ繋ぐ心豊かな人
づくりのまち

施策（2）
青少年の育成健全・若者
支援の推進

指標25
わくわく広場な
どの参加率

わくわく広場の参加率は、予約の仕組みをシステム
化すると申し込みしやすくなり、参加者が増加する
のではないか

・予約のシステム化については、運営委員会でも検討されたが、現状
通り行うと結論付けされている。
・コロナ後の参加者数は徐々に増加している。
→参加する子どもは楽しく、運営側の大人はやりがいを感じており、
運営委員会の仕組みを引き続き支援していく。

・わくわく広場参加率の算出方法を変更する。

44

5 基本方向２
未来へ繋ぐ心豊かな人
づくりのまち

施策（2）
青少年の育成健全・若者
支援の推進

指標27
地域間交流派
遣生徒の満足
度

グアム派遣がなくなった今だからこそ、海外から日
本を見るきっかけを作ってほしい。児童生徒のタブ
レットを活用すれば、現地との交流が実現できるた
め、ぜひ児童生徒には、生の英語が聞けるような機
会を作ってもらえるとよい。

・タブレットを活用した海外との交流については、町独自の教育カリ
キュラムとしての実現可否について二町教育委員会へ打診をし、グア
ム派遣に代わる国際交流活動を引き続き推進していく。
・競馬場厩務員（来日している外国人）との交流も視野に入れる。

（別紙２「基本計画（抜粋）」参照）

44

6 基本方向5
安全で安心して暮らせ
る住みよいまち

施策（1）
防災対策の推進

ー ー
防災対策の推進に関わり、男女共同参画の観点か
ら、１つKPIを設定してはどうか。

・女性の防災に対する参画状況を把握するため、指標項目を「防災士
資格取得者数」から「防災士育成事業補助金交付者数」へ修正し、その
うち、男女共同参画の観点から「うち女性に対する防災士育成事業補
助金交付者数」をＫＰＩとして新規に設定する。

＜修正＞

＜新規＞

（別紙4「基本計画（抜粋）」参照）

62・63

基本方向

期

年度 定員 参加 定員 参加 定員 参加 定員 参加

R元 742 554 860 610 587 400 2,189 1,564 71%

R2 0 0 0%

R3 0 0 0%

R4 211 166 381 218 289 189 881 573 65%

R5 352 238 347 246 282 189 981 673 69%

1期 2期 3期 計
率

新規指標のご提案
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